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特集対話型OR

新しいシステムズ・アプローチと対話型OR

一一対話型ORの方法論的背景を眺めて

..宮崎正史(広島女子商短期大学)

対話型モデリング支援システム

....…・中森義輝(甲南大学)

火災判断ファジィエキスパートシステム

…兼田真由美，他(松下電工)

飲食店チェーンにおける全員参加の利益計画

............福谷修治(未来経営研究所)

一貫製鉄所における対話型OR

-ー…金子雅彦υ11崎製鉄)

Creative OAをめざした技術業務支援、ンステム

…・・向井 勉(中電技術コン+ノレタント)

編集後記・本号は国際分散投資という 7 ーマで主として

金融機関の方を中心に執筆していただきました. コーデ

ィネーターは，金融分野で、豊富な経験をお持ちの金融シ

ステム研究所の岸本氏です.同氏の幅広い活動経験にも

とついて執筆者も，開発銀行，信託銀行，外資系証券会

社，大学の研究者とパランスもよくとれているのではな

し、かと思います.欲を言えば，外為専門銀行の東銀さん

あたりに日本企業の海外進出やM&Aの報告，金融機関

の不動産投資等のテーマもあってもよかったのではない

かと考えています.洩れた視点や執筆者は号を改めてと

りあげていくように編集者一同努力したいと思います.

・読者もご存知のように，昨年までは金融機関を中心に

どこまでもこの景気が続くものと考え，花見経済に酔い

しれていました.今年はうって変わってトリプルデメリ

ットのもと厳しい環境にあります.この時期にこそ本テ

ーマを見直すのは時宜に適っているのではないでしょう

か.OR学会にとって久々のニューフェイスである金融
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と ORを，線香花火で終わらせるのではなく大事に大き

く育ててい〈必要があると思います.

・さて，国際分散投資と関係して，日本企業による外国

企業のM&A もここ最近注目を集めています.製薬企業

による白馬の騎士，製鉄業における米国製鉄業のリスト

ラク千ャリング，歴史の古い自動車産業の国際進出や提

携等など，ここにきて日本の企業をとりまく環境も大き

な国際化の流れにあるのではないでしょうか.私のよう

に歴史の浅いソフトウェア産業に属する者も，必要に迫

られ米国のエキスパートシステム開発トウールの開発企

業に資本参加し，東南アジアやヨーロッパにソフト輸出

を考えているこの頃です.

・本誌は，国際化の流れの中で読者が失敗しないような

テーマ選定がこれから必要なのではないでしょうか.そ

して， ORの素養を身につけたわれわれが良き国際人と

して世界に貢献することも意識してL 、かなければならな

L、時代のようです新村秀一)
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